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 第 3 章では、1990 年代に入って隆盛した MIDI データの伝送実践について詳しく考察する。アマチュア音楽家がパソコ
ンで制作した MIDIデータを、パソコン通信を介することで伝送し合う実践を「DTM（Desk Top Music）文化」として捉え、
その技術的コンテクストを明らかにしていく。そこで伝送されていた MIDI データの実態をもとに、ユーザー集団が新しい
メディア技術に対して発揮した多様な想像力について考察する。 








 第 6 章では、これまでに論じてきたものとは異なった音楽ファイルフォーマットの使用のコンテクストとして、MOD を
取り上げる。制度化が進められていく「音楽ファイル」に対し、そのオルタナティブとして多様な伝送実践を創り出してき
た MODについて、「インターネット的」なイデオロギーの導入という側面から考察する。 
 終章では、レコード音楽史観的な「音楽ファイル」観に収斂しきってしまったかに見える今日的状況に対して、音楽フ
ァイルフォーマットの伝送実践が現在でも展開している事例を取り上げ、検討する。その上で本論文の研究に関する今後の
課題を示す。 
 
（総合審査結果の要旨）  
 
本論文は、一般に「デジタルからアナログへ」、あるいは「レコードから CD、そしてデータ配信へ」という流れで語られ
てきた音楽メディアの発展を、音楽データの形式に焦点を当て、特にコンピュータ・ユーザとアマチュアの音楽実践者の視
点を導入することで、音楽産業によって語られてきたものとは異なった音楽史、そして、音楽産業が見ることができなかっ
た別のデジタル音楽の歴史を再構成するという試みである。 
 本論文の成果は大きく以下の三点にまとめられる。 
 第一に、当時のパソコン雑誌やデスクトップミュージック関連の雑誌のアーカイブ調査、そしてその当時に実際に音楽
やプログラムを作っていた実践者に対する詳細なインタビューとフィールドワークからなるその研究はパソコンによるデジ
タル音楽の黎明期の状況を生き生きとした状況を丁寧に記した一次的資料として高く評価できる。特に 1980 年代後半から
1990 年代の状況についてはまだ十分に歴史化されておらず、情報も散逸、未整理のままである。その現状の下で先駆的な
調査研究と言える。 
 第二に、特に社会学、文化産業論、情報社会学、科学技術社会論（STS）にまたがる研究は、既存のポピュラー音楽史
の根底を問い直す野心的な試みであり、今後のポピュラー音楽研究や文化研究の研究者にとって参照すべき研究と考えられ
る。特にデジタル音楽の発展におけるトランスナショナルなユーザーコミュニティの役割の重要性の指摘など注目すべき発
見が見られる。 
 最後に、ジョナサン・スターンの「フォーマット理論」など最新のメディア文化理論を取り入れた議論が、MIDI など
日本独自のデジタルファイル文化を分析することを通じて批判的に検証されており、日本のみならぬ英米圏のメディア理論
に対しても重要な事例研究として評価されると考える。 
 ほとんど先行研究のない新しい領域であることもあり、収集したデータを全て生かしきれず、時には過度に制度論や技
術決定論になってしまい、全体の論旨が混乱しているところが見られたが、口述審査においてそれらの問に対して十分に明
確な回答を得られた。総合的には、今後ポピュラー文化におけるデジタル音楽の発展史の先駆的かつ出発点になる重要な研
究であると考え、博士号授与に相応しい論文として評価したい。 
